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 [授業の概要・目的]
フィールドから情報を得ることは，地球惑星科学の研究における最も重要な柱の一つである。本科
目では，壮大な地熱現象地域である阿蘇・別府地域において，そこでのマグマ等熱的活動やカルデ
ラ地形に起因する諸現象を観察する。また，様々な地球物理学的アプローチを用いた観測を実際に
行うことで，自然に対する感覚を高める。超高層から固体地球にいたる現象を同一フィールドで観
測することにより，地球での活動をシームレスに捉える感覚を得ることを目指す。

 [到達目標]
（１）　阿蘇山を観察することで，地球が生きていることを実感し，観測の重要性を認識すること
ができる。（阿蘇山の活動状況等により実施できないこともある。）
（２）　実際の観測施設を見学することで，どのような観測が必要か，理解できる。
（３）　自ら観測を行いデータを解析することで，観測がもたらす情報を，その限界（誤差など）
を認識しつつ，解釈することができる。

 [授業計画と内容]
本科目は，夏季休暇中（８～９月）に熊本県南阿蘇村の地球熱学研究施設・火山研究センターおよ
びその周辺において３泊４日で集中して行う。ただし天候や状況により、時期や内容を変更する可
能性がある(場合によっては後期以降の期間への延期もあり得る)。

１．実習の事前説明【６月中旬～７月中旬のいずれか１日の昼休み１時間程度】
　理学部キャンパスにおいて実習の事前説明を行う。

２．観測原理の説明
　演習で実施する観測の原理や観測される物理量に関して解説を行う。

３．観測実習
　「測る」をキーワードに，下記の中から，受講生の希望や天候等の状況に応じて２～３項目を実
施する。なお，実習の内容は受講者数等の状況に応じて変更することがある。
　（１）超高層を測る：電波による流星観測
　（２）大気を測る：パイロットバルーンによる風速測定
　（３）大地を測る：GNSSシステムや重力計を用いた測地観測

４．阿蘇山観察と観測施設等の見学
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５．データ解析
　（１）データ解析の解説
　（２）観測で取得したデータの解析

６．実習レポートの作成【実習中～実習後】
　　データ解析の結果および結果に関する考察をレポート形式にまとめる。

 [履修要件]
必須ではないが，前期開講の「観測地球物理学」を履修することを強く推奨する。

 [成績評価の方法・観点]
平常点（60点）とレポート（40点）により評価する。ただし，単位認定には実習への積極的な参加
とレポートの提出の両方が必須である。

 [教科書]
こちらで実習テキストを準備する。

 [参考書等]
  （参考書）
現地資料を適宜追加するとともに，講義中に紹介する。

 [授業外学修（予習・復習）等]
予習・復習は特に必要ない。実習に参加するにあたり，十分に体調を整えておくこと。

（その他（オフィスアワー等））
・宿泊施設受け入れ等の関係で人数調整を行う場合がある。その場合は２回生配当科目であること
を考慮する。
・事前に実施スケジュールを掲示し，参加登録を実施する（５月から６月中旬予定）。
・本学北部キャンパスで事前の説明会を実施する（６月中旬から７月中旬予定）。
・学生教育研究災害傷害保険（学生課厚生掛）や生協の学生総合共済に加入しておくこと。
・現地との往復など実習にかかる経費は受講生が負担する。
・本講義は「通年集中」であり、前期または後期の一方を休学している場合には、単位を取得でき
ないことに留意すること。

※オフィスアワーの詳細については、KULASISで確認してください。


